
 

 
瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 

平成２５年度総会プログラム 
 
 

会場：姫路キャッスルグランヴィリオホテル（兵庫県 姫路市） 
 
 
５月３１日（金） 
 

【開 会】１３：５０～１４：１０ 
 
開会挨拶  瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 会長  入山 欣郎 

     来賓挨拶  国土交通省大臣官房技術参事官         大脇  崇 
     歓迎挨拶  兵庫県副知事                 金澤 和夫 

姫路市長                   石見 利勝 
 
 

【第１部】１４：１０～１４：２０  
議  事   

      議長選出                         
        １号議案 平成２４年度事業報告について 
        ２号議案 平成２４年度収支決算報告について 
        ３号議案 平成２５年度事業計画（案）について 
        ４号議案 平成２５年度収支予算（案）について 
        ５号議案 海ネットサポーターの承認（案）について 
        ６号議案 平成２６年度総会開催地等（案）について 
        ７号議案 平成２５～２６年度役員改選（案）について 
 
            
【第２部】１４：２０～１４：５０ 
     講   演 
     「瀬戸内をクルーズで世界の海へ！」 
       講演者： 神戸経済同友会特別会員 上川 庄二郎 氏 
 
 

１４：５０～１４：５５ （休 憩） 
 
 
【第３部】１４：５５～１８：００ 
     第７回瀬戸内海首長サミット 
     コーディネーター 国土交通省近畿地方整備局 
     参 加 者     会員市町村長、国土交通省・地方整備局関係者 
 



 

平成２５年度 総会報告 
平成２５年５月３１日（金）兵庫県姫路市にて、瀬戸内・

海の路ネットワーク推進協議会 平成２５年度総会を開催い

たしました。総会には、瀬戸内海沿岸各地から２１市町の首

長と会員である各自治体及び地方整備局等の担当者約１４０

名が参加して盛大に開催しました。 
第１部の総会では、平成２４年度の事業・収支決算報告と

今年度の事業計画・収支予算案、平成２５～２６年度役員改

選案等について審議を行い、第２部では、「瀬戸内をクルーズ 
で世界の海へ！」と題して、神戸経済同友会特別会員である上川庄二郎氏よりご講演をいただきました。

第３部では、第７回瀬戸内海首長サミットが２２市町の首長と大臣官房技術参事官及び地方整備局幹部

が参加し開催されました。サミットは、「瀬戸内・海の路の利用振興・防災ネットワーク機能の強化に

向けて」をテーマとして、平時の利用振興や災害時の支援内容を実現するための協力体制等について議

論を行いました。 
 
【第１部 議事】 

 総会の開会にあたり、協議会会長である入山欣郎 大竹市長より開会の挨

拶をいただき続いて、大脇 崇 国土交通省大臣官房技術参事官より来賓挨

拶、そして、金澤和夫 兵庫県副知事及び地元開催市である、石見利勝 姫路

市長より歓迎の挨拶をいただきました。総会議事について、議長に選出され

た、西田正則 たつの市長の議事進行により、平成２４年度の事業・収支決

算報告、平成２５年度の事業計画・予算案及び平成２５～２６年度役員改選

案などの７議案について審議が行われました。平成２５年度においては、昨

年度より取り組みを開始した瀬戸内・海の路ネットワーク災害時相互応援に 

関する協定の参加拡大、モニターツアーの継続的な実施及び海ネットサポ

ーターと連携した活動の推進や会員活動への支援について、新たな支援スキーム構築の検討を進める事

や平成２６年度総会を愛媛県松山市で開催することなどが決議されました。 
 
【第３部 第７回瀬戸内海首長サミット】 

平成２４年３月２９日に２８市町村により「瀬戸内・

海の路ネットワーク災害時相互応援に関する協定」が締

結され、平成２５年５月２２日現在では５３会員により

協定が締結されています。また、協定運営協議会・防災

委員会において災害時総合支援に関する具体的な取組

が検討され、担当者リストの作成、災害時に供給可能な

資機材・物資のリスト作成を行い、今後、情報伝達訓練 

や基礎的防災訓練（机上訓練等）を実施することが提案

されております。また、今年度港湾法が改正され、三大湾の一つである大阪湾には 緊
＊1）

急確保航路が指

定されることになり、瀬戸内海において既存の 開
＊2）

発保全航路と合わせて東西に災害対応の玄関口が設

けられる事が検討されております。よって、第７回瀬戸内海首長サミットのテーマを「瀬戸内・海の路

の利用振興・防災ネットワーク機能の強化に向けて」と題し、瀬戸内・海の路の防災ネットワークに求

めるもの、防災ネットワーク機能の強化を図りつつ、平時の利用振興や災害時の支援内容を実現するた

めの協力体制に必要なものは何か等について、活発な議論が行われました。 

入山欣郎 大竹市長挨拶 

首長サミットの様子 

総会の様子 

*1) 津波被害を受けた港湾を早く復旧し、緊急物資を運ぶ船が行き来できるようにするため、被災した船などの漂流物

を所有者の了承なしに国が撤去できる航路。 

*2) 航路の機能を確保するため、国が維持浚渫、障害物の除去、パトロール等の維持管理を行っている航路。 



第７回 瀬戸内海首長サミット 参加者 
 〔テーマ〕 「瀬戸内・海の路の利用振興・防災ネットワーク機能の強化に向けて」 

貝塚市長 

藤原 龍男 

下関市長 

中尾 友昭 

周防大島町長 

椎木 巧 

中津市長 

新貝 正勝 

東かがわ市長 

藤井 秀城 
小豆島町長 

塩田 幸雄 
八幡浜市長 

大城 一郎 
上島町長 

上村 俊之 
近畿地方整備局副局長 

田邊 俊郎 
由良町長 

畑中 雅央 
湯浅町長 

上山 章善 

播磨町長 

清水 ひろ子 

洲本市長 

竹内 通弘 

姫路市長 

石見 利勝 

岬町長 

田代 堯 

高石市長 

阪口 伸六 

泉大津市長 

伊藤 晴彦 

玉野市長 

黒田 晋 
呉市長 

小村 和年 
大竹市長 

入山 欣郎 
江田島市長 

田中 達美 
海田町長 

山岡 寛次 
坂町長 

吉田 隆行 

国土交通省大臣官房技術参事官 

大脇 崇 

   四国地方整備局港湾空港部長 

東島 義郎 

九州地方整備局副局長 

山本 浩 

中国地方整備局副局長 

西植 博 
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